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スペースプラズマ専門委員会は、スペースチェンバー実験設備（大型~小型チェンバー、高密度プラズマ発生
装置、大口径紫外線光源付きチェンバー、低エネルギー荷電粒子計測器較正装置）と超高速衝突実験設備
（二段式軽ガス銃、レールガン）を用いた大学など他機関の研究者との共同利用研究を推進している。 本発表
では施設の紹介と２００５~２００９年度までの成果について報告する。	


スペースチェンバー実験設備	
 超高速衝突実験設備	


主な実験設備紹介	
 主な実験設備紹介	

 スペースサイエンスチャンバー	

• チェンバーは直径2.5ｍ，長さ5ｍ	

の円筒型で、DCプラズマ発生装	

置により10-2 Paの背景圧力で104	


～105個/ccの電子密度、1000～	

5000Ｋの電子温度を持つプラズマが生成できる。	


 高密度プラズマ発生装置	

• 直径75cm、長さ5mのスペースチ	

ェンバーで、密度109～1013個/cc	

のプラズマを生成できます。周囲	

に設置された磁場コイルにより中	

心付近に0～最大数キロガウス程度印加可能。	


 レールガン	

• 直径１３ｍｍの飛翔体を６~	

７ｋｍ／ｓで、２週間に１度程	

度の頻度で加速可能。	


 ２段式軽ガス銃（藤原銃）	

• 直径７ｍｍの飛翔体を４ｋｍ／ｓで、１日に複数回
の頻度で加速可能（2005年度以降共同利用化）。	


 ２段式軽ガス銃（新型銃）	

• 直径７ｍｍの飛翔体を7ｋｍ／ｓで、１日に複数回
の頻度で加速可能（2008年度以降共同利用化）。	


研究テーマ数と利用頻度	
 研究テーマ数と利用頻度	


研究成果	


今年度はスペースサイエンスチャンバーを用いたテー	

マは９件採択された。メンテナンスを除いた稼働率は	

ほぼ１００％に近い。	


今年度は超高速衝突実験施設を用いたテーマは27件	

採択された。今年度は利用の殆どは新型銃である。	

需要の方が多く、実験をできない場合もある。稼働率	

は１００％である。	


研究成果	

　査読付論文および国際会議発表の件数は１９９９年、	
  
２０００年頃より徐々に増加し、最近では各々の分類で	
  
年間１０～２０件の発表が行われている。これはスペー	
  
スチェンバー設備のユーザーが徐々に拡大し全体のレ	
  
ベルアップにつながったためと考えている。	


　２００６年度以降、国際学会発表は２倍増加、修士・	
  
博士論文は一桁増加、査読論文は５倍増加した。２００	
  
５年度以降の藤原銃と新型銃の導入と実験施設の運	
  
営の効率化により、論文生産性が高くなり、先端的な	
  
研究を多く創出するようになったと言う事ができる。	
  
研究成果では表れにくいが、衛星＆探査機プロジェクト	
  
に対しても貢献するようになった。 	
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